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ら
留
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き

ま
し
た
。
空
港
の
出
迎
え
か
ら

携
帯
契
約
や
電
車
の
乗
り
方
な

ど
日
本
で
の
生
活
全
般
に
及
び

大
変
で
す
が
、
深
く
広
く
理
解

す
る
絶
好
の
機
会
。
色
ん
な
こ

と
で
た
く
さ
ん
の
国
の
人
と
交

流
で
き
て
楽
し
い
」
と
。

　
大
学
職
員
と
し
て
歓
迎
会
を

見
守
っ
た
広
報
室
の
宮
本
友
紀

也
さ
ん
は
大
学
Ｏ
Ｂ
で
自
身
も

バ
デ
ィ
経
験
者
。「
フ
ラ
ン
ス
、

ア
メ
リ
カ
、
韓
国
な
ど
、
色
ん

な
国
か
ら
来
た
留
学
生
の
バ
デ

ィ
を
し
ま
し
た
。
回
数
を
重
ね

る
う
ち
に
経
験
で
伝
え
方
が
わ

か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
異
文

化
交
流
は
難
し
い
で
す
が
、
経

験
が
成
長
の
き
っ
か
け
に
な
る

と
思
い
ま
す
」
と
。 

〔
杉
本
〕

11
月
５
・
６
日
に
 

若＊
松
台
Ａ
Ｂ
団
地
作
品
展

　
11
月
５
・
６
日
に
若
松
台
Ａ

Ｂ
団
地
集
会
所
で
第
34
回
若
松

台
Ａ
Ｂ
団
地
作
品
展
が
開
か
れ

る
。
Ａ
Ｂ
団
地
周
辺
の
住
民
が

出
品
し
た
絵
画
や
写
真
、陶
芸
、

手
芸
、
書
、
木
工
な
ど
を
展
示
。

５
日
は
12
時
〜
５
時
、
６
日
は

10
時
〜
４
時
。
感
染
予
防
対
策

の
た
め
マ
ス
ク
を
着
用
の
う
え

10
人
ず
つ
入
場
。「
若
松
会
」
会

長
の
和
田
さ
ん
０
７
２
・
２
９

９
・
６
５
４
６

楽
し
み
の
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
も
。
あ

る
時
は
力
強
く
、
ま
た
あ
る
時

は
心
の
琴
線
に
触
れ
る
優
し
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
紡
ぎ
だ
す
。「
コ

ツ
コ
ツ
積
み
重
ね
て
き
た
音
楽

を
初
め
て
披
露
し
ま
す
。
ぜ
ひ

お
聴
き
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
掛

け
て
い
る
。

　
会
場
内
で
は
検
温
、
手
指
消

毒
、
マ
ス
ク
着
用
な
ど
に
協
力

を
。
一
般
の
人
も
歓
迎
、無
料
。

石
田
さ
ん
０
８
０
・
８
３
４
４
・

０
０
６
６ 

〔
浅
利
〕

習
を
重
ね
て
き
た
。

　
世
界
で
活
躍
す
る
イ
ル
・
デ

ィ
ー
ヴ
ォ
に
ち
な
ん
で「
イ
ル
・

ジ
ー
ジ
」
と
命
名
。
70
〜
80
代

の
５
人
が
磨
い
て
き
た
美
声
を

響
か
せ
る
。「
男
声
な
ら
で
は
の
、

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
醍
醐
味
を
味

わ
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
」
と
指

揮
の
今
井
さ
ん
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
上
を
向
い

て
歩
こ
う
」「
椰
子
の
実
」「
サ
ン

タ
ル
チ
ア
」「
見
あ
げ
て
ご
ら
ん

夜
の
星
を
」
な
ど
の
ほ
か
、
お

　
９
月
30
日
、
桃
山
学
院
大
学

和
泉
キ
ャ
ン
パ
ス
で
留
学
生
歓

迎
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的

流
行
前
ま
で
、
同
大
は
海
外
26

か
国
・
地
域
の
63
大
学
か
ら
年

間
約
１
０
０
人
の
交
換
留
学
生

を
受
け
入
れ
て
い
た
。
２
０
２

０
年
度
以
降
は
留
学
生
受
け
入

れ
を
中
止
し
て
い
た
が
、
今
春

の
入
国
制
限
緩
和
で
受
け
入
れ

を
再
開
。
今
年
度
春
学
期
に
は

９
か
国
・
地
域
の
12
大
学
か
ら

27
人
、
更
に
秋
学
期
に
は
ほ
ぼ

コ
ロ
ナ
禍
前
の
規
模
に
戻
っ
て

10
か
国
・
地
域
の
18
大
学
か
ら

47
人
を
受
け
入
れ
た
。

　
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
会
場
の
食
堂

に
留
学
生
が
入
場
し
、
盛
大
な

拍
手
で
迎
え
ら
れ
た
。留
学
生
、

同
じ
寮
に
住
ん
で
日
常
生
活
全

般
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
「
レ
ジ

デ
ン
ト
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
以

下
Ｒ
Ａ
）」９
人
、
留
学
生
ご
と

に
チ
ー
ム
を
組
ん
で
学
校
生
活

や
学
習
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
「
バ

デ
ィ
」70
人
が
一
堂
に
会
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
以
降
初
め
て
の
対
面

国
本
礼
蔵
さ
ん
、
ベ
ー
ス
の
田

口
幸
造
さ
ん
の
５
人
。
石
田
さ

ん
の
呼
び
掛
け
に
応
じ
て
、
昨

年
結
成
。
和
泉
メ
サ
イ
ア
合
唱

団
の
指
揮
者
・
今
井
し
づ
か
氏

を
迎
え
、
月
２
回
集
ま
っ
て
練

正
統
派
の
男
声
コ
ー
ラ
ス
で
懐

か
し
い
歌
、
楽
し
い
歌
の
数
々

を
披
露
す
る
。

　
メ
ン
バ
ー
は
、
テ
ナ
ー
の
町

田
信
雄
さ
ん
、石
田
安
宏
さ
ん
、

中
西
敬ゆ
き

直た
だ

さ
ん
、
バ
リ
ト
ン
の

　
和
泉
メ
サ
イ
ア
合
唱
団
の
有

志
５
人
に
よ
る
男
声
グ
ル
ー
プ

「I イ
ル
・

L J

ジ
ー
ジ

IJI

」
が
11
月
13
日
１
時

か
ら
、
泉
北
栂
教
会
（
桃
山
台

４
丁
５
番
５
号
）
で
初
め
て
の

チ
ャ
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
に
臨
む
。

イ
ベ
ン
ト
で
、
場
内
は
熱
気
い

っ
ぱ
い
。
歓
迎
ス
ピ
ー
チ
と
乾

杯
の
音
頭
の
後
、
待
ち
に
待
っ

た
歓
談
タ
イ
ム
が
始
ま
っ
た
。

留
学
生
は
自
分
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
る
バ
デ
ィ
達
と
一
緒
に

テ
ー
ブ
ル
に
つ
き
、
お
互
い
自

己
紹
介
。
留
学
生
も
学
生
も
日

本
語
・
英
語
の
語
学
レ
ベ
ル
は

様
々
な
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫

し
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
っ
た
。

　
会
場
ス
タ
ッ
フ
を
務
め
た
Ｒ

Ａ
の
榊さ

か
き
な
つ
き

菜
月
さ
ん
は
盛
り
上
が

り
様
に
一
安
心
。「
春
の
入
寮
以

降
、
Ｒ
Ａ
全
員
で
協
力
し
な
が

11月13日に　
和泉の合唱団

シ
ニ
ア
の
男
性
有
志
５
人

栂
の
教
会
で
初
コ
ン

桃
大
で
留
学
生
を
歓
迎

秋
学
期
を
迎
え
47
人
　

コ
ロ
ナ
前
に
戻
る

イル・ジージの皆さんと今井さん（左から４人目）


